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１ ．

２ ．環境目標を設定し、結果を点検・評価することにより効率的な取組を行います。

３ ．建設廃棄物の発生抑制・削減・リサイクルに取組みます。

４ ．建設現場および中間処理施設での、騒音・汚水等の発生抑制に努めます。

５ ．環境経営の継続的改善を行います。

６ ．地域の環境保全活動に協力します。

７ ．事業活動に関連する法規制は、遵守します。

８ ．教育活動や日常活動により、全社員に周知徹底するとともに、一般の人にも

公開します。

　

伊 藤 建 設 株 式 会 社

環　境　行　動　指　針

  立場である事を認識し、自らの事業活動における環境負荷の低減はもとより、地球環境の保全、

　  伊藤建設株式会社は、建設工事及び産業廃棄物処理の事業活動において、環境に影響を与える

  環境との調和及び環境負担の低減のため、全社一丸となって環境経営システムを構築・運用し、

  自主的・積極的に環境保全活動に取り組みます。

　  そしてよりよい環境を次世代へ橋渡しする為、企業の社会的責任を全うしていきます。

環　境　方　針

令和　３年　６月　１日

二酸化炭素排出量・廃棄物排出量・総排水量の削減に努め、省エネルギー・環境負荷の 

削減を推進します。

代表取締役　髙橋　稔也
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１. 名称及び代表者名

　伊藤建設株式会社

　代表取締役　髙橋　稔也

２. 所在地

本　　　　社 岩手県奥州市江刺男石一丁目３番１０号

岩手県奥州市江刺玉里字巽沢５１９番１

岩手県奥州市江刺玉里字巽沢５２２番

３. 環境保全関係の責任者

環境管理責任者　 取締役総務部長 佐藤　昌子

４. 会社概要

創　業　　昭和２３年６月

設　立　　昭和３６年５月

資本金　　20,000千円

５. 事業内容

土木工事、舗装工事、産業廃棄物収集運搬・中間処理

６. 認証登録範囲

全社、全組織、全事業活動

７. 事業の規模

2

1

1

　　　うち収集運搬兼用車輌

９．重機（バックホウ）（台）

10．破砕機（インペラーブレーカ）（基）

２．兼業事業売上高（税抜・千円）

３．産業廃棄物処分量（ｔ）

５．中間処理後の産業廃棄物（再資源化）（ｔ） 3,583,068.00

4.00

６．従業員（人）

７．敷地面積（ｍ2）

　　　本社

　　　リサイクルプラント

４．産業廃棄物収集運搬量（ｔ）

1,276.25

6,407

3,583.68

　　　資材置場

８．車輛（乗用車、ダンプ）

13

6

１．完成工事高（税抜・千円）

ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ

資 材 置 場

事　業　項　目 2022年度（2022.6.1～2023.5.31）

115,856

□事業活動の概要

9,808.19

1,643.30



８. 許可の内容
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９. 処分方法・処理工程

施設の種類　　　　　固定式破砕施設

産業廃棄物の種類　　がれき類（アスファルト廃材及びコンクリート廃材）

処理能力　　　　　　４２２．４ｔ／日（５２．８t／時間）

処理方式　　　　　　衝撃破砕方式（インペラーブレーカー　KAP－40）

処理工程　　　　　　計量　⇒　前処理（小割圧砕）　⇒　投入　⇒　破砕　　⇒　磁選機　

 ⇒　フルイ分け　⇒　製品ストック　

許　可　内　容

令和元年11月4日～
平成6年11月3日

中間処理（破砕処理）
がれき類（ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材及びｺﾝｸﾘｰﾄ廃材に限る。）
処理能力：422.4ｔ／日（52.8t／時間）

産業廃棄物収集運搬業
岩手県知事
00303114345

令和元年9月30日～
令和 6年9月29日

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず
ガラスくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作物の新築、改築又は
除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず
がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。また自動車等
破砕物であるものを除く。）

一般建設業許可
岩手県知事（般－26）

第1245号

令和元年8月25日～
令和6年8月24日

管工事業

産業廃棄物処分業
岩手県知事
00323114345

許可名・許可番号 許可期間

特定建設業許可
岩手県知事（特－1）第

1245号

令和元年8月25日～
令和6年8月24日

土木工事業、とび・土工工事業、石工事業
鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業
水道施設工事業
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　□環境経営組織図

　□役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定

・実施体制を構築する

・全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標・環境経営計画書の作成

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営レポートの作成

・環境管理責任者の補佐

・４か月に１回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実行状況を審議

する。また、問題点が発生した場合は、必要な是正処置を検討する。

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への予防措置

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・部門責任者のもと、省資源、省エネに努める

・EA21の取組に関する教育訓練を受ける

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

各部長

環境管理責任者

□実　施　体　制

代表取締役
髙橋　稔也

環境管理責任者
佐藤　昌子

推進委員長
清原　　純

見直し会議

推進委員長

全従業員

現場作業所
現場代理人

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗﾝﾄ
山室

見直し会議
髙橋　稔也
佐藤　昌子
清原　　純

事務所

役割・責任・権限

代表取締役



□主な環境負荷の実績
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2020年度から2022年度までの、主な環境負荷の実績は次のとおりである。

・軽油：工事、リサイクルプラントでの重機燃料、ダンプトラックの燃料として主に使用したもの。

・産業廃棄物等総排出量：産業廃棄物は工事で発生したもので、がれき類については

　自社での処分を基本とする。

・水使用量：元代表者の自宅との共同値である。

・購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和2年度東北電力実排出係数の0.528（kg-CO2/Kwh）を使用。

項　目 2020年度 2021年度 2022年度

総エネルギー投入量

54,000 56,750

76.0

　上水道 ｍ3 91 42 38

水使用量

　産業廃棄物 ｔ 0 0.8

廃棄物等総排出量

温室効果ガス排出量

14,675 15,159　軽油 Ｌ 15,455

kwh 10,220 10,742 12,491　購入電力

　ガソリン Ｌ 4,127 4,031 4,396

単位

合　　計 kg-CO2 55,107



□環境経営目標とその実績
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×

×

×

◎

×

×

◎

◎

◎

｢達成度合｣　◎･･･目標達成　　○･･･概ね達成　　×･･･目標未達

10.0 76.0 66.0

0

4

0

6 2

0

11,000.0

5,000.0

3,910.1

10,075.6

486.4

5,104.0

110.1

36.4

-924.4

104.0

（実績）（目標）

8,500.0 10,309.0 1,809.0

3,800.0

450.0

評
価

8,179.0

Ｌ 283.9

１.総エネルギー投入量

（実績)

2021.6～2022.5

2022年度

2022.6～2023.5

ガ
ソ
リ
ン

事務所

建設現場

購
入

電
力

目標比

0

回 5

５.CPDS受講点数

CPDS受講点数 点 －

0.8

３.製品・サービス

建設現場クレーム 回

産業廃棄物

リサイクルプラント

建設現場 Ｌ 10,367.0

Ｌ 4,308.0

Ｌ 3,747.0

２.廃棄物排出量

リサイクルプラント

軽
油

４.地域保全活動

地域貢献活動

kwh

ｔ

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年度

30 77 47



□中期目標
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※2021年度に中期目標を策定した。

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和2年度東北電力実排出係数の0.528（kg-CO2/Kwh）を使用。

４.騒音・汚水等の発生抑制

建設現場クレーム 回 0

－ 30 40 20

６.施工技術の向上

CPDS受講点数 点

0 0 0

地域貢献活動 回 7 4 4 4

５.地域保全活動

450.0 450.0

建設現場 Ⅼ

リサイクルプラント Ｌ

10,808.4

334.7 450.0建設現場 Ｌ

産業廃棄物 ｔ 0 10 10 10

11,000.0 11,000.0 11,000.0

4,647.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0

２.温室効果ガス排出量

軽
油

2020.6～2021.5

購
入

電
力

2021.6～2022.5 2022.6～2023.5 2023.6～2024.5

7,737.0 8,500.0 8,500.0 8,500.0

１.総エネルギー投入量

リサイクルプラント kwh

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2020年度実績 2021年度目標 2022年度目標 2023年度目標

3,792.4 3,800.0 3,800.0ガ
ソ
リ
ン

事務所 Ⅼ

57,435 57,435 57,435合　　　計 kg-CO2

３.廃棄物排出量

55,107

3,800.0



□環境活動計画の取組結果とその評価
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

破砕機の効率的な運転

2021年

2022年

2021年

2022年

エアコン稼働時は、温度管理の徹底する。

　・投入時間に空きを作らない

照明点灯は最小限に！

休憩時間は消灯する。

パソコン及び周辺機器の電源はこまめに切る。

00 0 0 0 0

2月

0 0 40 38 148 92

4月 5月

0 0 0 0 54 40 94 80 160 20 0 0

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 3月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値管理 ×
事務所は薪ストーブのため、使用はない。現場現場で養生
用にしようしたため増加した。

灯油による二酸化炭素排出量の削減

1,084 915974 813 1,003 940 1,035 1,176 1,038

6月 7月 8月 9月 1月 2月

1,516

11月

数値目標

964 1,033

　・破砕機は空運転をしない

3月 4月 5月

917 826 964 1,022 718 811 877 893 953 882 1,131 748

◎

12月10月

× 事務所は目標達成出来たが、産廃処分量の増加でリサイク
ルプラントが未達となった。

次年度は達成できるよう取り組んで行く。

不必要箇所は消灯する ◎

破砕機は効率運転を行う

電力による二酸化炭素排出量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

事務所の暖房は薪ストーブを使用

0
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灯油使用量（Ｌ）
2021年 2022年
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2021年

2022年

2021年

2022年

t

2021年

2022年

廃棄物排出量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 × 工事内容によって違いがあるので、難しい。引き続き
分別回収、再生利用を推進していく仮設材等の再利用

・自動車燃料の削減
　　エコドライブの徹底
　　アイドリングストップ推進
　　車両の点検整備、空気圧チェックの励行

12月

439

現場事務所での分別回収

○

5月

1,247

6月 7月 8月 9月 10月 11月

739 473

1,274

3,316

1,494 977 909 1,2071,310 1,365 1,454 1,086 1,915

265 1,862 1,257 1,613 1,616 787 739 1,626 869

・重機燃料の削減
　　不要なアイドリング運転をしない
　　ﾛｰﾄﾞ･ｷｬﾘｰ時は、車速を抑えﾉｰﾏﾙﾓｰﾄﾞで走行
　　旋回角度最小運転、走行時のｴﾝｼﾞﾝﾊﾟｰｼｬﾙ
　　運転の励行

・自動車燃料の削減
　　エコドライブの徹底
　　アイドリングストップ推進
　　車両の点検整備、空気圧チェックの励行

0.00 0.00 0.00 0.00 0.67 0.00
0.00 0.00 0.00 76.04 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

3月 4月 5月
0.00 0.00 0.00 0.00 0.09 0.00

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

1月

376 399

2月 3月 4月

234

軽油による二酸化炭素排出量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 全体では目標達成。
工事内容により、変動は予想されるが次年度も重点項目と
して燃費、効率の向上を意識して活動する

重機・車両の点検整備 〇

360 420 344 176 301 434 499 371 483

3月 4月 5月
343 207 322 296 330 338 500 383 314 356 342 301

6月 7月 8月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 × 工事の施工場所によって左右される。

次年度も重点項目として、取り組んで行く。
アイドリングストップの実施 ◎
エコドライブの実施 ◎

ガソリンによる二酸化炭素排出量の削減

9月 10月 11月 12月 1月 2月
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2021年

2022年

※　現場クレーム数 回

2021年

2022年

回

2021年

2022年

※　CPDS受講点数 点

2021年

2022年

汚水の発生が見込まれる場合は、沈殿槽等を設置する。

節水の表示

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値管理 今後も継続して行う。

節水表示をする

総排水量の削減

漏水の確認をする ◎

水の出しっぱなしをしない ◎

◎

〇

達成状況

施工技術の向上

0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

環境保全活動として、積極的に地域貢献活動に参加する。

0 2 00 1 0 2 0

3月 4月 5月

0 0 0

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 2

騒音・汚水等の発生抑制 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 目標達成。今後も継続すること。
次年度も環境に配慮した工事を行う。低公害型機械の使用に努める ◎

3 3 4 2 3 3 3 3 6

3月 4月 5月

4 5 4 4 3 3 3 3 4 2 3 4

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

1 0 0 0

3月 4月 5月

0 2 0 2 1 1 0 0 1 0

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 目標達成。今後も継続して行う。

環境に関する地域貢献活動を行う ◎

0 13200

地域貢献活動

0 30 0 0 10 0 12 10 15

0 0

3月 4月 5月

0 3 0 0 10 0 12 0 0 0 0 2

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

数値目標 〇 目標達成。

CPDS講習の受講 ◎

業務との兼合いを図りながら、積極的に受講する

ｍ3
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□環境関連法規等への違反，訴訟等の有無

１．関連法規類の遵守状況確認について

・管理者が部下から違反の有無確認し、代表者に報告しています。 

　違反がある場合は再発防止について全社で話し合うことにしています。

・地域住民からの苦情に対しては、苦情受付簿を備えています。

・関連法規遵守状況は、チェック表にまとめ、遵守状況を確認しています。

２．関連法規類の遵守状況について
・社内で定期的に遵守状況を確認した結果、違反及び抵触しそうな事項はありません。

・関係機関からの違反等の指摘及び訴訟はありません。

３．苦情について
・地域住民からの苦情はありません。

□代表者による全体の評価と見直し

　達成できなかった項目が多かった。活動は、エコアクション２１に取り組み１５年が経過し

　今後、環境活動の取組方法等システムに新たな進化はないと思うが、継続して環境を意識した経営に

　取り組んで行きたい。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□その他

１．教育訓練を2022年6月に、緊急事態の訓練を2022年8月、2023年2月に行いました。

２．地域貢献活動として、下記の活動を行いました。

・２０２２年　７月　　江刺猿ヶ石土地改良区用水路の草刈活動

・２０２２年　９月　　江刺地内公園の剪定及び清掃作業

・２０２２年　９月　　江刺地内の国道の清掃活動

・２０２１年１１月　　水沢公園内の清掃活動

・２０２３年　４月　　北上川流域清掃活動

・２０２３年　４月　　いわて奥州きらめきマラソン大会支援

北上川流域清掃活動
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　今年度は、工事場所が遠方だったこと、産業廃棄物処分が大幅に増加したことから数値目標を

　環境経営・環境活動に対する意識は定着している。


